
回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

実務教員xwv~経歴

実務経験x授業~関連

保育~専門性を生{w�子y�家庭
支援

専門性を生{wv子y�家庭支援を行う��{

子y�~育�~喜び~共有

~x�x試験

子y�家庭支援~内容x対象

要保護児童等z¸び家庭{対y»支
援

要保護児童等{ついv／社会資源を利用w�支援{ついv

保育所等を使う家庭へ~支援 保護者x~情報共有û連携

地域~子育v家庭へ~支援 子育v支援事業{ついv

子y�家庭支援{関y»現状x課題 子育v家庭へ~支援{zけ»現状x課題

地域資源~活用x連携

保護者x子y�~育�を共有y»��{�

}¼~¼~家庭{応x�支援を考え»

子育vを自¹実践y»力~向上{役
立つ支援

保護者~子育v力を支え»��{

保育士{求�¹¼»基本的態度 保護者x~信頼関係を築く{�

家庭状況{応x�支援 子y�~発達段階別~家庭支援

地域や専門機関x~連携

子育v家庭~福祉を図»��~社会
資源／子育v支援施策

地域~社会資源を知½う／児童福祉施策を×º巻く変化{ついv

4授業~目的û}¹い5

4授業全体~内容x概要5

0保育者xwv必要z1教育1保育{zけ»家庭支援~知識を習得y»2
0事例検討やýüûプüイを通wv1教育1保育{zけ»家庭支援~実践力を養う2

オúエンテüション／
00000000子y�家庭支援~意義

家庭~役割／現ï~家庭{ついv

0子y�~保育�け{対y»対応�けw�zく1保護者~子育v~悩�zy~相談{�対応|迫¹¼»sx|増えv}
0�2}~��1教育1保育{zけ»家庭支援{ついv1}~基本xz»理論x方法z¸び心構えを学ぶ2~�1乳幼児
0へ~支援を必要xy»家庭を理解y»��{必要zスキûを学ぶ2

4授業~日程x各回~テüþû授業内容5

項00目 授 業 内 容

ûÀûüプtx{PCÿWord1Excel1PowerPointzyĀを使い1テキストを~x��º1意見を~x��º1発表w�ºy»2
û毎回1事例検討やýüûプüイを行う��1積極的{×º組�sx2

4Ø講上~注意事項5

4評価基準5

0定期試験1授業中~発表ûüýüト1
0Àûüプワü¿へ~参加û態度

子y�家庭支援~目的x機能 子y�家庭支援x�

4使用テキスト5

0<子y�家庭支援論0保育~専門性を子育v家庭
0~支援{生{y=ÿ萌文書林Ā

文化学園大学保育専門学校

科目名 授業~種類 授業担当者

子y�家庭支援論 講義 栗原博士

ð和７年度シùバス

0幼免：  選択         00保育士：0必修

学年 単位 時間数 授業回数 履修時期 選択û必修

2 2 30 15 後期


